













































































































頃～14世紀末， Hb期＝15世紀前半， EC期＝15世紀後半， E期＝17世紀以降とするものである。
次節以降の時期区分についても，これを踏襲することにしたい。時期変遷の詳細については，第
6章第2節を参照されたい。
I期～Ea期前半の遺構については明確ではないが，土塁築造以前の遺構が当期に該当するも
のと考えられる。そして， Ea期末になると，土塁と堀が北側地区を衛る施設として成立してい
る（前期土塁）。また土塁についてはEb期後半にはさらに補強され，その規模を拡大させてい
る（後期土塁）。重要なのはこのEa期末に築造された土塁の主軸が南に広がる93年度調査第 2
地区の町屋区画などと一致していることである。このことは土塁が15世紀における十三湊都市計
画の原理に基づいて築造されていることを示唆しており， Eb期後半の補強もその意識を受け継
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いだ工事である可能性が高い。また，第1トレンチ及び第2トレンチにみられる生活面を削平す
るような基礎工事が自然、地形を直線的に仕上げる意図によるものであるとも考えられる。
I C期以降についてはそれを示す明確な遺構・遺物は確認できなかった。十三湊最盛期に成立し
たこの土塁は，第 1トレンチにみられるような削平を受けつつも，当時の状況をよく残し現在に
至っていることになる。 （千田・榊原）
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